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温暖な平野部では病虫害が多いため、定

期的にチェックし対処する必要がある。

葉を食害するシャチホコやイラガ類、吸

汁するカイガラムシなどの被害を受ける

ことがる。 

剪定は注意が必要である。特に太い枝の

切除は切り口から菌に感染しやすい。将

来、邪魔になりそうな枝は細い時期に剪

定し、切り口を消毒し傷口癒合剤を塗布

するとよい。 

寒さには強いが、温暖な平野部では生育

し難い。南部に行くほど自生地の標高が

高くなる。北海道に多く、平野部でも生

育しているが、大きく枝を伸ばすので配

植は広い場所が必要。流通確認を要す。 
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好みの環境 
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人知れず深山（みやま）でひっそり咲く桜。大

木が多いため、花は、なかなか間近で見られな

い。 

Memo 

開花は葉の展開した後。小振りの白い花が、上

向きに伸びた花柄に3～8つまとまって咲く。一

般のサクラとは形が異なり、花弁の先に窪みが

なく、ウワミズザクラの花に似ている。桜の野

生種の一つで山中で大木に育っていることが多

い。寒冷な北国や亜高山帯に自生する。 

生長：やや速い 特 記 
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